
大地の息吹を感じながら、山菜を摘む。

地
域
で
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
る
、

多
彩
な
自
然
の
恵
み
。

在
来
作
物
を
使
っ
た
料
理
を
作
り
続
け
る
、

イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ア
ル
・
ケ
ッ
チ
ァ
ー
ノ
」の

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
・
奥
田
政
行
さ
ん
に
、

そ
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

400
年
の
味
を
つ
な
ぐ

料
理
人
・
奥
田
政
行
さ
ん

NEWS大地を守る 6June
2017
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400年の味をつなぐ

地
元
・
庄
内
の
食
材
を
生
か
し
た

〝
地
元
イ
タ
リ
ア
ン
〟
レ
ス
ト
ラ
ン

　
届
い
た
食
材
の
確
認
か
ら
厨
房
へ
の
指
示
出
し
、

ラ
ン
チ
を
食
べ
終
え
た
お
客
さ
ん
と
の
お
し
ゃ
べ

り
な
ど
、レ
ス
ト
ラ
ン
内
を
駆
け
回
る
一
人
の
シ
ェ

フ
。
彼
が
、
山
形
県
鶴
岡
市
に
あ
る
イ
タ
リ
ア
ン
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ア
ル
・
ケ
ッ
チ
ァ
ー
ノ
」
の
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ・
奥
田
政
行
さ
ん
で
す
。「
ア
ル・ケ
ッ
チ
ァ
ー

ノ
」
に
は
毎
日
、
庄
内
平
野
が
育
む
採
れ
た
て
の
野

菜
や
、
前
浜
・
日
本
海
の
新
鮮
な
魚
介
類
な
ど
が
集

ま
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
食
材
の
持
ち
味
を
で
き
る

限
り
引
き
立
て
る
た
め
調
味
料
は
ほ
ぼ
使
わ
ず
、そ

の
食
材
に
秘
め
ら
れ
た
物
語
を
伝
え
続
け
て
い
ま

す
。
取
材
当
日
も
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は
全
国
各
地
か
ら

訪
れ
た
お
客
さ
ん
で
満
席
で
し
た
。

　「
父
親
が
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
を
営
ん
で
い
た
の
で
、

自
然
と
料
理
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
都
内
に
あ

る
イ
タ
リ
ア
料
理
や
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
お
店
で
修

業
し
た
後
、26
歳
の
時
に
出
身
地
の
鶴
岡
に
帰
郷
し

ま
し
た
が
、家
庭
の
経
済
的
環
境
が
厳
し
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、食
材
を
買
う
お
金
も
な
か
っ
た
ん
で
す
。

な
ん
と
か
お
店
を
始
め
た
も
の
の
、お
客
さ
ん
に
足

を
運
ん
で
も
ら
う
た
め
の
工
夫
も
必
要
で
し
た
。

『
他
の
人
が
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
』

と
思
っ
て
い
た
そ
の
時
に
再
会
し
た
の
が
、小
さ
い

こ
ろ
か
ら
食
べ
て
い
た
在
来
作
物
で
す
」

在
来
作
物
が
持
つ
空
気
感
ま
で

皿
の
上
に
丸
ご
と
表
現

　
在
来
作
物
と
は
、「
あ
る
地
域
で
、世
代
を
越
え
て
、

栽
培
者
に
よ
っ
て
種
苗
の
保
存
が
続
け
ら
れ
、特
定

の
用
途
に
供
さ
れ
て
き
た
作
物
」
で
す
。
味
も
見
た

め
も
個
性
豊
か
な
在
来
作
物
は
、
栽
培
の
手
間
は

か
か
る
も
の
の
、何
よ
り
お
い
し
い
と
人
々
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
は
日
本
各
地
に
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、大
量
生
産
・
消
費
、効
率
化
の

潮
流
も
あ
り
、
今
は
主
流
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、大
地
宅
配
で
は
、「
日
本

む
か
し
野
菜
」
と
し
て
、
日
本
各
地
で
栽
培
さ
れ
続

け
て
き
た
在
来
作
物
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　「
庄
内
は
在
来
作
物
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る

地
域
な
ん
で
す
。
北
に
鳥
海
山
が
そ
び
え
、
霊
峰
・

月
山
を
含
む
出
羽
三
山
に
囲
ま
れ
た
庄
内
平
野
は
、

最
上
川
の
他
に
も
い
く
つ
も
の
小
さ
な
川
が
日
本

海
に
そ
そ
い
で
い
ま
す
。
土
壌
も
豊
か
で
、日
本
の

中
で
も
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
雪
に
弱
い
野
菜
・
果
樹
以
外
は
栽
培
で
き
ま

す
。
ま
た
、
江
戸
末
期
、
庄
内
藩
は
戊
辰
戦
争
で
最

後
ま
で
幕
府
側
に
属
し
て
い
た
の
で
、
明
治
以
降
、

忘
れ
ら
れ
た
地
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
都
会
向
け
に
大
量
消
費
用
の
作
物
を
生
産
す

る
こ
と
な
く
、
地
元
向
け
に
在
来
作
物
を
育
て
て

い
た
ん
で
す
。
江
戸
時
代
に
花
開
い
た
と
言
わ
れ

る
庄
内
の
文
化
が
、
4
0
0
年
～
1
5
0
年
の
時

を
越
え
て
、
今
も
続
い
て
い
ま
す
」。
地
理
や
歴
史

に
も
詳
し
い
奥
田
さ
ん
は
、
在
来
作
物
の
研
究
者
・

江
頭
宏
昌
さ
ん
と
、2
0
0
3
年
に
「
山
形
在
来
作

物
研
究
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。次
第
に
全
国
か
ら

研
究
者
が
集
ま
り
、
こ
れ
ま
で
見
向
き
も
さ
れ
な

か
っ
た
在
来
作
物
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、当
時
始
ま
っ
た
ば
か
り
の

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
ブ
ー
ム
も
後
押
し
と
な
り
、「
ア

ル
・
ケ
ッ
チ
ァ
ー
ノ
」
に
も
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に

1

2

3

4

「
庄
内
の
自
然
と
暮
ら
し
を
守
り
た
い
。

　
　
食
、そ
し
て
在
来
作
物
に
は
、そ
の
力
が
あ
る
」

私たちの食が危ない！？　今、「種」に起きていること

　私たちが日々食べている野菜・果物の種には、現在大きく分け
て、「固定種」と「F1種」の2種類があります。「固定種」は、長い年
月をかけて環境に適応しながら存続してきた種。品種として一定
の特徴が受け継がれるため、農家が自分で種を採っても、翌年も
同じ性質を持った作物が育ちます。在来作物（在来品種）はこの「固
定種」の種からできたものです。
　「F1種」は、異なる性質を持つ品種を交配させてできた種で、交
配した親とは別の新しい性質を持つ子です。次の種ができず、で
きたとしても品質が一定しません。しかし、その一代で栽培がしや
すいこと、でき上がりのそろいが良いこと、収量が多いことなどの

特徴から、今の主流となりました。農業経営から考えると「F1種」
に軍配が上がるともいえ、これは一概に悪いこととは言えません。
　一方、大量生産・消費、効率化を求め過ぎた先には、自然界では
起こり得ない種の壁を越えて作られた「遺伝子組み換え」の種が
あります。遺伝子組み換えの安全性に加え、企業がしばしば農薬
や化学肥料とセットで販売していることも問題視されています。
　お米や大豆、小麦などの種を国・農家・関連機関が育て守るため
の法律「主要農作物種子法」の廃止が今年、可決され、企業の参入に
よる種の支配への懸念が広がっています。私たちの食を支える種
について、今こそ知り、何をすべきか考える時かもしれません。

普段の食事に欠かせないお米の行く末にも不安
の声があります。

❶約160種類の在来作物やハー
ブを栽培する「大日本伝承野菜研
究所」は、20年来のお付き合いが
ある生産者・山澤清さんと合同出
資。❷築50年の居抜き物件を改
装して開店したレストラン。❸山々
を背に澄んだ空気が気持ち良い
庄内の地。❹「食べたいという顔を
していた」と、取材中に訪ねてきた
生産者たちにパスタを作る奥田さ
ん。❺初夏の訪れを告げる庄内の
孟宗筍。❻パスタをゆでたお湯に
野菜をさっと通し、食感も生かす。
❼“掘っても掘っても”たくさん出
てくる、庄内の孟宗筍のアルフレッ
ド風フェットチーネ。❽山菜とハー
ブの生命力が感じられるペペロ
ンチーノ。❾「私たちが育てている

『野菜』のおおもとはこれらの『野
草』です」。奥田さんは今でも山に
山菜を採りに来る。�「食材にもそ
の時のコンディションがある」と調
理前に必ず味見をする。

　text: Oasa Maiko
photo: Terasawa Taro 



な
り
ま
し
た
。

　「
在
来
作
物
を
料
理
に
使
っ
て
み
て
感
じ
た
の

は
、
全
般
的
に
苦
味
が
あ
る
こ
と
。
実
は
、
こ
の
点

は
イ
タ
リ
ア
野
菜
と
似
て
い
る
ん
で
す
。
料
理
で

は
苦
味
を
隠
す
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、こ
の
〝
持

ち
味
〟を
生
か
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。油
を
使
っ
て

食
べ
や
す
く
し
た
り
、
苦
味
に
異
な
る
苦
味
を
組

み
合
わ
せ
て
ふ
く
よ
か
な
味
に
し
た
り
と
、
独
自

の
料
理
を
確
立
し
て
き
ま
し
た
」。
そ
う
話
し
な
が

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完
成
さ
せ
た
の
は
山
菜
と

ハ
ー
ブ
の
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
。
お
皿
の
上
に
は
ナ

ズ
ナ
、
ミ
ブ
ナ
、
ム
ラ
サ
キ
ミ
ズ
ナ
、
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
レ
タ
ス
…
…
。
ま
る
で
目
の
前
に
山
が
広
が
っ

て
い
る
か
の
よ
う
な
、
す
が
す
が
し
い
見
た
め
と

味
わ
い
で
す
。

地
域
に
根
差
す
こ
と
で

〝
種
〟
を
明
日
へ
と
つ
な
い
で
い
く

　
取
材
中
も
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
生
産
者
が

訪
ね
て
来
た
り
と
、忙
し
そ
う
な
奥
田
さ
ん
。
そ
れ

で
も
鶴
岡
に
い
る
時
は
毎
日
、
自
ら
生
産
者
や
地

5

6

彩り豊かな野菜たっぷりの主菜・副菜が約20分
で作れる「おやさいdeli kit」シリーズに、130号

（7月17日～21日注文書提出）から、奥田シェフ
監修のキットが登場予定！　在来作物を使った
キットも現在、準備中です。どうぞお楽しみに。

旬を迎える日本各地の
多彩な在来作物をお届
けします。説明や食べ方
のリーフレット入り。

おきたま興農舎の代表・小林亮さん（左）とご家族

元
の
直
売
所
を
回
り
、
食
材
を
仕
入
れ
ま
す
。「
在

来
作
物
を
料
理
に
使
い
続
け
て
い
る
の
は
、
庄
内

と
い
う
地
域
を
守
り
た
い
か
ら
。
豊
か
な
自
然
、自

然
の
恵
み
、
そ
れ
ら
と
と
も
に
生
き
る
人
々
の
暮

ら
し
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
食
で
、庄
内
を
元
気
に

し
た
い
ん
で
す
。
そ
し
て
、そ
れ
を
次
の
世
代
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」。
こ
の
日
も
、
旬
を
迎
え
て
い

る
シ
ド
ケ
や
ワ
ラ
ビ
、
孟も
う
そ
う宗

筍
な
ど
が
並
ぶ
直
売

所
で
、
奥
田
さ
ん
は
お
店
の
人
や
お
客
さ
ん
と
笑

顔
で
会
話
し
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
と
暮
ら
し
を
守
り
、
受
け
継
ぐ
在

来
作
物
へ
の
思
い
が
重
な
っ
た
大
地
を
守
る
会
と

奥
田
さ
ん
は
2
0
1
7
年
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
、
商
品
や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
よ

り
多
く
の
方
に
、
在
来
作
物
や
食
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
奥
田
さ
ん
は
地
元
・
庄
内
で
、
在
来
作
物

を
メ
イ
ン
に
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ

ン
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
6
月
の
オ
ー
プ

ン
を
控
え
、
地
元
や
他
県
か
ら
集
ま
っ
た
若
者
も

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。「
奥
田
さ

ん
の
も
と
で
料
理
を
習
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？
」

　在来作物は、「ある地域で、世代を越えて、栽培者によって種苗の保
存が続けられ、特定の用途に供されてきた作物」のことです。種採りや栽
培の手間がかかる上、収穫量も少ないのですが、そのおいしさから、日
本各地で多様な作物が古くから受け継がれてきました。大地宅配では、
そんな在来作物を「日本むかし野菜」シリーズとしてお届けしています。
　在来作物が多い地域の一つ、山形県の生産者・おきたま興農舎で
は、「日本ほうれんそう」や「もってのほか（食用菊）」、「山形青菜」な
どを育てています。「在来作物はおいしさだけでなく、旬に食べると
自然に体が求めるものを与えてくれる、これまで命をつないでくる
ことができた生態系に結びつく“食文化の遺産”だと思います。現在
の旬を無視した食文化は、生態系から切り離されたバーチャルなも
のに思えます。その先には、遺伝子組み換え食品も現れてきている
と思います。今や在来作物は食べてくれる人がいないと栽培も途絶
えてしまう絶滅危惧種です。めずらしいままにせず、積極的に食べ
てもらって、これからも“命をつないでいける生態系”に結びつく食
文化を、次世代に受け継いで
いきたいと思っています」と
話すのは、代表の小林亮さん。
見ためや味を楽しみながら、
在来作物を食べてつないでい
きましょう。

78

910

と
聞
く
と
、「
在
来
作
物
の
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を

伝
え
ら
れ
る
人
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
若
い
ス

タ
ッ
フ
。
奥
田
さ
ん
の
思
い
は
す
で
に
、
次
世
代

に
受
け
継
が
れ
始
め
て
い
ま
す
。

種をつなぐ、食べてつなぐ

「在来作物」

予 告

イメージ

奥田シェフ監修のキットが登場

※同時配布カタログ「ツチオーネ」125号で取り扱っています。

  �
日本むかし野菜
野菜または果物1～2品目 上限600円（税込648円）

1回のみ 
お届け

毎週
お届け登録

毎週 90142107



イベント情報

毎年夏休みに開催している学習会。子
どもたちに安全でおいしい学校給食
が提供されるよう、さまざまな立場の
人たちが集まり、学びます。今回の
テーマは、「学校菜園」「学校給食と子
どもの貧困」「地域で育む学校給食」

な ど。一
緒に学校
給食につ
いて考え
てみませ
んか。

夏至と冬至の夜8時から10時の2時間、電気を消してキャンドルを灯す。
100万人のキャンドルナイトは、そんなシンプルな呼びかけから始まりました。
今年もまた、みんなでスローな夜を過ごしましょう。港区・増上寺でもスロー
な夜を楽しめるイベントを行います。
日時：6月17日（土）11：00 ー 21：00　会場：大本山増上寺（港区芝公園4-7-35）
アクセス：都営地下鉄三田線「御成門駅」または「芝公園駅」より徒歩3分
※入場無料。来場者多数の場合、入場制限あり。※雨天決行。　共催：J-WAVE81.3FM
http://candle-night.tokyo/

大地を守る会のCSR活動全般につ
いての報告を行います。有機農産
物やフェアトレード商品の販売事
業、産地交流や料理教室などのイ
ベント、海外と連携した取り組みな
ど、2016年度の活動報告と2017
年度の活動方針についてです。今
回トークゲストとして、NPO法人
日本ファイバーリサイクル連帯協議
会・依知川守さん、NPO法人アー
スマンシップ・岡田淳さんをお呼び
して、大地を守る会とともに取り組
む活動の報告もあります。

6月号　参加申し込み書 → CSR推進部行

キ
リ
ト
リ
線

キリトリ線

イベント No

名　前

参加人数

備　考

名

参加者全員の名前（お子さんは年齢・学年も）

会員番号

TEL　　　　　　（　　　　　　）

イベント名 交通手段（○をつけてください）

車　　電車（バス）

詳細・お申込みはこちらから。

http://www.daichi-m.co.jp/event/ ※複数のイベントにお申し込みの場合は、「連絡便」などに必要事項を明記の上、ご提出ください。

は
み
だ
し
情
報

イベント情報

6
月
10
日（
土
）開
催
の「
大
地
を
守
る
社
会
貢
献
活
動（
C
S
R
）を
す
す
め
る
会
・
総
会
」で
は
、有
機
農
産
物
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
な
ど
の
販
売
事
業
か
ら
、産
地
交
流
や
料
理
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、海
外
と
連
携
し
た
取
り
組
み
ま
で
、2
0
1
6
年
度
の
活
動
報
告
、2
0
1
7
年
度
の

活
動
方
針
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。大
地
を
守
る
会
が
1
年
間
に
行
う
C
S
R
活
動
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ご
質
問
や
ご
意
見
も
歓
迎
で
す
。事
前
の
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

畑のお手伝いとスイカ食べ比べ
畑で汗を流した後のスイカは最高 ！

夏の三浦・とうもろこし収穫祭
夏の醍醐味 ！  三浦とうもろこし収穫祭がリニューアル ！

大地を守る社会貢献活動（CSR）をすすめる会・総会
今週土曜日開催。１年間のＣＳＲ活動の集大成
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夏の定番イベント「スイカ食べ比べ」は、千葉畑の会
の皆さんが、毎年、冬の間から準備してきてくれたさ
まざまなスイカを食べる、スイカ好きにはたまらない
企画です。準備・開催のために、畑の草取りが後回し
になってしまうこともあったため、少しでもお役に立て
るようにと、昨年から畑のお手伝いを加えました。暑
い一日、草取りで汗を流してから、スイカをガブッとい
ただきましょう。農園で収穫したばかりのとうもろこ
しやじゃがいもなどのごちそうも待っています。

三浦の黒崎有機栽培研究会の皆さんと一緒に行う、とうもろこしの収
穫体験。とうもろこし畑をかき分けて進む体験では、お子さんはもちろ
ん、大人もちょっとした冒険気分を味わえるかもしれません。太陽の恵
みを体いっぱいに感じて、もぎたて
の生のとうもろこしを味わう時間は
まさに至福の時。今年は畑でのプ
ログラムのみで、開催時間をコンパ
クトにしました。ご家族、ご友人と、
三浦半島の観光のかたわら、ぜひ
遊びに来てください。
※例年行っていた海岸での遊び、スイカ割り
は、今回は行いません。

●訪問先…千葉畑の会・内田さんの畑（千葉県八街市）　※JR総武線「八街
駅」よりタクシーで約20分　※自家用車の場合は関東自動車道「佐倉IC」より
約30分　●駐車場…あり（無料）　●講師…内田農園・千葉畑の会の皆さん　
●参加費…大人(中学生以上)2,000円、子ども(小学生)1,000円、未就学児
無料　●定員…100名　●申込締切…6月23日（金）　●お問合せ…CSR推
進部・秋元　※当日スタッフ募集（若干名）…イベントを安全に進めるために、
運営に協力してくださるスタッフ（大人のみ）を募集いたします。備考欄に「当日
スタッフ希望」とご記入ください。後日、あらためてご連絡いたします。

●訪問先…黒崎有機栽培研究会（神奈川県三浦市）　※京
浜急行「三崎口駅」より徒歩20分　※自家用車での参加は
できません。　●駐車場…なし　●講師…黒崎有機栽培
研究会の皆さん　●参加費…大人（中学生以上）2,500
円、子ども（3歳以上）1,500円、３歳未満無料　●定員…
300名　●申込締切…6月30日（金）　●お問合せ…CSR
推進部・鈴井　※当日スタッフ募集（若干名）…イベントを
安全に進めるために、運営に協力してくださるスタッフ（大
人のみ）を募集いたします。備考欄に「当日スタッフ希望」と
ご記入ください。後日、あらためてご連絡いたします。ご家族の思い出づくりにも もぎたて、ゆでたての味わいをどうぞ

2017.7.15（土） 10:00－13:30

2017.7.30（日）
10:00－11:30

2017夏期学校給食学習会
～子どもたちによりよい給食を提供するために～

100万人のキャンドルナイト ＠増上寺2017
「でんきを消して、スローな夜を。」

2017.7.25（火）
10:00－16:40

2017.6.10（土）
12:30－16:30

●会場…中央区立月島社会教育会館ホール
（月島区民センター4階）（中央区月島）　※都
営大江戸線・東京メトロ有楽町線「月島駅」よ
り徒歩5分  ●駐車場…なし　●講師…堀口
博子さん（エディブル・スクールヤード・ジャパ
ン）、里見宏さん、牧下圭貴さん、他　●参加費
…4,000円（資料代含む）　●定員…200名　
●申込締切…7月14日（金）　●お問合せ…全
国学校給食を考える会・牛島　TEL:03-
3402-8902　E-mail:kyushoku@member.
daichi.or.jp　●主催…全国学校給食を考える会

●会場…戸山サンライズ 大研修室（新宿区戸
山）　※東京メトロ東西線「早稲田駅」2または
3b出口より徒歩10分、都営大江戸線「若松河
田駅」河田口より徒歩10分　●駐車場…なし　
●参加費…無料　●定員…200名　※申込
不要です。当日直接会場へお越しください。　
●お問合せ…事務局・牛島　●主催…大地を
守る社会貢献活動（CSR）をすすめる会
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2017.6.28（水） 10：00－12：00
樹木葬について知ってみよう5

「大地を守る会のお葬式」終活セミナーVol.19

大地宅配
定期会員限定

大地宅配
定期会員限定

平日の月曜日～金曜日 10：00－15：00の間で1～ 2時間
オーガニックパーティー6

【1日1組限定】5,000円分の食材を無料で試食できます♪

お知らせ

※応募状況により、午前・午後の
2回開催とさせていただく場合
がございます。
●申込締切…6月16日（金）

発行：株式会社大地を守る会
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